
様式 C-7-2
自己評価報告書

平成 21 年 5 月 31 日現在

研究分野：物性理論
科研費の分科・細目：物理学・数理物理・物性基礎
キーワード：物性基礎論・量子相転移

１．研究計画の概要
Chalker-Coddington モデルをはじめとする
ネットワークモデルを詳細に見当し，量子ホ
ール転移を精密に解析する。また，本モデル
を拡張し，スピンホール効果や完全透過チャ
ンネルがあるときの量子輸送現象を解析す
る。

２．研究の進捗状況
量子ホール効果については，臨界指数を精度
よく決定できた。また，量子ネットワークモ
デルを用いて，通常のハミルトニアンモデル
では解析しづらい，完全透過チャンネルをも
つ系を記述できた。現在，量子スピンホール
効果を 4 端子形状で研究中である。また，長
距離不純物があるときに新規なプラトー転
移のシフトを発見した。

３．現在までの達成度
②おおむね順調に進展している
進捗状況に述べたように，研究の 8 割は達成
できた。

４．今後の研究の推進方策
現在までのところ，モデル作りと数値計算が
主であるが，今後は，（1）解析的なアプロー
チ，（2）実験との比較などを行っていく予定
である。

５. 代表的な研究成果
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線）
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